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図1　ロボットの製作にはさまざまな技術が求められる
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　ロボットは現代の便利な生活に欠かせない存在と
なっています．テレビやスマートフォンなどのよう
に，日常的に目の前にはありませんが，工業製品を
作る工場，商品を管理する物流倉庫，ビルの立哨警
備や見回りなどの繰り返し業務では，すでにロボッ
トが活躍しています．ロボットは技術のバランスが
重要で（図1），技術の発展により，身の回りにます
ます浸透していくはずです．

ロボットは思った以上に世の中にいる！

　私たちが日常的にロボットを見る機会はまだ少ない
かもしれませんが，世の中にはたくさんのロボットが

存在します．

● 点検・調査ロボット
　人間が直接行くには危険があったり，不都合であっ
たりする現場にロボットが投入されています．たとえ
ば，橋

きょうりょう

梁の保守点検のために橋の上からアームを伸ば
し，点検箇所の撮影，高圧散水による清掃が行えるロ
ボットがあります（図2）．
　小笠原諸島の西之島では，今でも活発に火山活動が
続いているため，上陸することはもちろん，近づくこ
ともできません．また，人間の介入による原始的な生
態系の崩壊を防ぐために，無菌状態であるロボットが
投入され調査が進められています（図3）．

これからロボット開発が重要な理由
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